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「国立高専」を、全国に51校設置しています。
：機械、材料系 ：社会的ニーズに

  対応した分野の学科 ：電気・電子系 
：情報系 ：複合系学科（選択できる分野） 

全国高専の中から拠点校を設置。
教育力、研究力の向上、
国際化を力強く進めています。
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：化学・生物系 
：建設、建築系 
：商船系 

●久留米高専
Webシラバスに関する事業拠点校

●高知高専
情報セキュリティ人材育成事業中核拠点校

●富山高専
CBTに関する事業拠点校

●長野高専
●宇部高専
●都城高専

海外展開協力支援幹事校

●仙台高専
教材共有に関する事業拠点校

●鳥羽商船高専
企業との共同教育に関する事業拠点校

●仙台高専
学習管理システムに関する事業拠点校

全国国立高専日本地図
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高等専門学校
（本 科） 専攻科

大　学

大　学
大学院

（修士課程）

進学

進学

編入

入学

高等学校
大学受験

実践的
創造性のある
技術者・研究者

修 

士
博
士

学 

士

社会人

準
学
士

進
学

編
入

中学校
卒業生

技術者・研究者を
目指す高い

モチベーション

理数系
科目が得意

歳
15

歳
18

歳
20

歳
22

歳
24

歳
27

（博士課程）

制度と特色

時代が求める実践的技術者を養成する高等教育機関
　1950年代後半、わが国の経済成長はめざましく、それを支える科学・技術の更なる進歩に対応できる技術
者養成の要望が強まっていました。こうした産業界からの要請に応えて、1962年に初めて国立高等専門学校
（高専）が設立されました。
　社会が必要とする技術者を養成するため、中学校の卒業生を受け入れ、5年間一貫の技術者教育を行う高
等教育機関として、現在、51の国立高専を設置しています。
　実験・実習を重視した専門教育を早期の段階から行うことにより、20歳の卒業時には大学と同程度以上の
知識・技術が身につけられるカリキュラムとなっています。
　高専は、優秀な技術者を卒業者として送り出し、50年以上にわたって、ものづくり大国である日本を支えて
きました。

●15歳からの5年間一貫の技術者教育（商船系学科は5年半）
●実験・実習を重視した専門教育
●専攻科での2年間のより高度な教育
�●多様な背景を有する優れた教員（30%以上が民間企業等の経験を有し、80%以上が博士号又は修士号を保有）

教育

●本科卒業者の進路	 約60％が就職	 約40％が進学（専攻科進学、大学編入学）
●専攻科修了者の進路	 約60％が就職	 約40％が進学（大学院入学）

卒業後の多彩なキャリアパス

●「生徒」ではなく「学生」として主体性を重視
●すべてのキャンパスに学生寮を設置
●ロボコンをはじめとするさまざまなコンテスト（ロボット、プログラミング、デザイン、英語プレゼンテーション等）

豊かな人間形成
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独立行政法人 国立高等専門学校機構 理事長  谷口 功

国内外から期待される
世界の「KOSEN」に進化する

人「財」を育成する高等専門学校
高等専門学校（高専）は、中学校卒業後の15歳の
才能に溢れた若者を受け入れ、本科5年一貫の教育
によって高度な専門性を持つ「社会の財産」である人
「財」を育てるわが国のユニークな高等教育機関です。
現在、本科卒業後の約6割の学生が社会に出て活躍し
ています。残り４割は、さらに専攻科に進学して2年
間のより高度な専門教育を受ける者、技術科学大学
をはじめとする４年制大学に編入学してより高度な
教育を受ける者、海外の大学等に留学する者など、そ
のキャリアパスは極めて多様です。卒業生は、わが国
の産業や社会の発展を担う中心的な役割を果たして
います。
独立行政法人国立高等専門学校機構は、全国に51
校の国立高専を設置し、学生総数は約5万人、教職員
総数は約6千人に及びます。今日、国内では「高専」と
呼ばれ、また、海外では「KOSEN」という言葉で認識
され、その独自の教育方法と高度な教育レベルが、産
業界はもとより、教育界、さらには、国際社会から極
めて高く評価されています。
高専は、これからも、「国際的な視野を持つ実践的

で創造性のある技術者(エンジニア)の育成」を使命と
して、将来を見据えて、国際社会で活躍できる社会の
宝、財産としての人「財」の育成に努めてまいります。

世界が注目する「KOSEN」
高専は、感受性の強い若い段階から講義に加えて
実験・実習・実技、さらに、高専特有のロボットコンテ
スト（ロボコン）、プログラミングコンテスト（プロコ
ン）、デザインコンペティション（デザコン）や英語プ
レゼンテーションコンテスト（英語プレコン）、地域
防災向上チャレンジ、ディープラーニングコンテス
ト（DCON）などによって、創造性と実践性を兼ね備
えた人「財」を育てています。
このユニークな教育によって、日本が誇る「モノづ

くり」はもとより、新しい価値を生み出す「コトづく
り」を担う高度な技術者が育っています。社会の様々
な課題にチャレンジできる実力を修得するために、
モデルコアカリキュラム(MCC)や達成度評価によっ
てその教育の質を保証しています。その結果、本科卒

業時には四年制大学と同程度以上の専門的な知識・
技術の習得を達成しています。
また、海外でのインターンシップ等の体験的な学
習により国際的に通用する実践力を獲得しています。
このような高専教育は、発想の柔軟性と創造力、主体
性と豊かな国際感覚を持った技術者育成に効果を発
揮しています。さらに、男子・女子の各学生寮を有し、
集団生活を経験することにより、豊かな教養と人間
性に富み、チャレンジ精神旺盛で、創造力と実践力の
ある技術者が育っています。
この全人教育こそ世界が注目する「高専スピリッ

ト」と呼ばれる高専教育の真髄です。今日、わが国の
ユニークで成功した教育システムとしての「KOSEN」
に、諸外国から熱い視線が注がれている所以です。

 「社会のお医者さん」や「クリエイター」の育成で
未来社会を先導する
今日の国際社会を取り巻く環境や社会の産業構造

は大きく変化しています。高専は、社会のグローバ
ル化や変貌する学術・産業分野や新しい時代の様々
な課題に果敢に挑戦し、時代の要請に応えた人「財」
を育成するため、若者が輝き切磋琢磨する学びの場
でありつづけます。また、国際社会の要請に応えて、
「KOSEN」教育を国際的に展開する国際貢献活動も
進めます。「KOSEN」は国際語になりつつあります。
高専は、これからもその教育研究を通して、学生諸
君を、社会を適正かつ健康的に発展させ未来を創造
する、言わば、世界に誇る高度な「社会のお医者さん：
Social Doctor」や「クリエイター :Creator」、「イノ
ベーター：Innovator」に育成し、輝く未来社会の創
造を先導します。
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5年制の高等教育機関として工業に関する高等専門学校を制度化
最初の国立工業高等専門学校12校（函館・旭川・平・群馬・長岡・沼津・鈴鹿・
明石・宇部・高松・新居浜・佐世保）を設置
国立工業高等専門学校12校（八戸・宮城・鶴岡・長野・岐阜・豊田・津山・阿南・
高知・有明・大分・鹿児島）を設置
国立工業高等専門学校12校（苫小牧・一関・秋田・茨城・富山・奈良・和歌山・
米子・松江・呉・久留米・都城）を設置
国立工業高等専門学校7校（釧路・小山・東京・石川・福井・舞鶴・北九州）を設置
「全国高等専門学校体育大会」（第1回）開催
商船に関する学科の設置を制度化し、
国立商船高等専門学校5校（富山・鳥羽・広島・大島・弓削）を設置
国立高等専門学校1校（木更津）を設置
学校名称変更1校　「平」→「福島」
国立電波工業高等専門学校（仙台電波・詫間電波・熊本電波）を設置
「高等専門学校創設10周年記念中央大会」開催
国立工業高等専門学校2校（徳山・八代）設置
高専卒業生の進学先である長岡技術科学大学、豊橋技術科学大学開学
「高等専門学校創設20周年記念祝賀会」開催
「アイデア対決全国高等専門学校ロボットコンテスト」（第1回）開催
「全国高等専門学校プログラミングコンテスト」（第1回）開催
卒業生への「準学士」称号の付与
工業・商船以外の学科の設置を可能とする分野の拡大
専攻科制度の創設
「国立高等専門学校創設30周年記念祝賀会」開催
国立工業高等専門学校1校（沖縄）設置
「独立行政法人国立高等専門学校機構法」成立
独立行政法人国立高等専門学校機構（国立高専機構）発足
「全国高等専門学校デザインコンペティション」（第1回）開催
「全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト」（第1回）開催
国立高等専門学校4校高度化再編
　仙台高専（宮城高専と仙台電波高専を統合再編）
　富山高専（富山高専と富山商船高専を統合再編）
　香川高専（高松高専と詫間電波高専を統合再編）
　熊本高専（八代高専と熊本電波高専を統合再編）
「高等専門学校制度創設50周年記念式典」開催
タイのキングモンクット工科大学ラカバン校（KMITL）との交流拠点として
同校内にリエゾンオフィスを開所
高専型教育の海外展開の拠点としてリエゾンオフィス（モンゴル・タイ）を開所
高専型教育の海外展開の拠点としてリエゾンオフィス（ベトナム）を開所

昭和36年度
昭和37年度

昭和38年度

昭和39年度

昭和40年度
昭和41年度
昭和42年度

昭和46年度
昭和47年度
昭和49年度
昭和51年度
昭和57年度
昭和63年度
平成 2 年度
平成 3 年度

平成 4 年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度

平成19年度
平成21年度

平成24年度

平成28年度

平成29年度

教

　育

研

　究
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際
化

学
生
生
活

活
躍
す
る

学
生・卒
業
生

男
女
共
同
参
画

P7

P18

P22

P27

P29

P31

■国際的な視野を持つ実践的で創造性のある技術者の育成　■「ものづくり日本」を支える教育課程　
■本科…学びたいことを追求できる5年間　■専攻科…更に学びを深化させる充実の2年間　
■インターンシップ　■JABEEへの取組み　■モデルコアカリキュラムの実践へ～高専教育の質保証～
■情報セキュリティ人材育成事業（K-SEC）　■共同教育事業　■リフレッシュ教育～社会人の学び直し教育～　
■理科教室・科学教室・公開講座　■進路状況

■基本的活動事項　■高専の研究力
■科研費採択状況　■研究者情報「国立高専研究情報ポータル」
■知的財産　■高専リサーチアドミニストレータ（KRA）
■研究ネットワークプロジェクト

■グローバル人材としての育成　
■高専型教育の海外展開
■海外との交流協定・学生の派遣等　
■留学生数・進路状況等

■寮生活　
■部活動～学業の合間に～　
■高専祭～学生自らが“創る”～　
■各種奨学金制度
■コンテスト・体育大会

■高専生よ、世界を目指せ ！
■平昌冬季オリンピック女子カーリングで銅メダル獲得
■第30回国際情報オリンピック日本大会で金メダル獲得
■これまでの研究活動とその成果について

■男女共同参画の基本方針と取組み
■活躍する女子高専生
■現在までの成果及び今後の展開

CONTENTS

 HISTORY（沿革）
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「アイデア対決全国高等専門学校ロボットコンテスト」（第1回）開催
「全国高等専門学校プログラミングコンテスト」（第1回）開催
卒業生への「準学士」称号の付与
工業・商船以外の学科の設置を可能とする分野の拡大
専攻科制度の創設
「国立高等専門学校創設30周年記念祝賀会」開催
国立工業高等専門学校1校（沖縄）設置
「独立行政法人国立高等専門学校機構法」成立
独立行政法人国立高等専門学校機構（国立高専機構）発足
「全国高等専門学校デザインコンペティション」（第1回）開催
「全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト」（第1回）開催
国立高等専門学校4校高度化再編
　仙台高専（宮城高専と仙台電波高専を統合再編）
　富山高専（富山高専と富山商船高専を統合再編）
　香川高専（高松高専と詫間電波高専を統合再編）
　熊本高専（八代高専と熊本電波高専を統合再編）
「高等専門学校制度創設50周年記念式典」開催
タイのキングモンクット工科大学ラカバン校（KMITL）との交流拠点として
同校内にリエゾンオフィスを開所
高専型教育の海外展開の拠点としてリエゾンオフィス（モンゴル・タイ）を開所
高専型教育の海外展開の拠点としてリエゾンオフィス（ベトナム）を開所
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■国際的な視野を持つ実践的で創造性のある技術者の育成　■「ものづくり日本」を支える教育課程　
■本科…学びたいことを追求できる5年間　■専攻科…更に学びを深化させる充実の2年間　
■インターンシップ　■JABEEへの取組み　■モデルコアカリキュラムの実践へ～高専教育の質保証～
■情報セキュリティ人材育成事業（K-SEC）　■共同教育事業　■リフレッシュ教育～社会人の学び直し教育～　
■理科教室・科学教室・公開講座　■進路状況

■基本的活動事項　■高専の研究力
■科研費採択状況　■研究者情報「国立高専研究情報ポータル」
■知的財産　■高専リサーチアドミニストレータ（KRA）
■研究ネットワークプロジェクト

■グローバル人材としての育成　
■高専型教育の海外展開
■海外との交流協定・学生の派遣等　
■留学生数・進路状況等

■寮生活　
■部活動～学業の合間に～　
■高専祭～学生自らが“創る”～　
■各種奨学金制度
■コンテスト・体育大会

■高専生よ、世界を目指せ ！
■平昌冬季オリンピック女子カーリングで銅メダル獲得
■第30回国際情報オリンピック日本大会で金メダル獲得
■これまでの研究活動とその成果について

■男女共同参画の基本方針と取組み
■活躍する女子高専生
■現在までの成果及び今後の展開
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教育
人「財」育成　高専スピリット "The Next One"

　高専は、それぞれ地元の産業界等からの強い要請で生まれ、「ものづくり日本」における産業の発
展の礎を築いてきました。
　学生が、卒業後に次世代の産業・社会を創造していく存在として活躍するために、国立高専機構
として策定したモデルコアカリキュラムに基づいた、創造力と実践力を養うことに重きを置いたカリ
キュラムの編成に加え、学生の着実な成長を促進するさまざまな取組みを行っています。

●専門的かつ実践的な知識と世界水準の技術
●自立的、協働的、創造的な姿勢で地域と世界が抱える社会の諸課題に立ち向かう科学的思考を身につけた
人材の養成

国際的な視野を持つ実践的で創造性のある技術者の育成

　高専が行う5年一貫教育課程は、海外にも類を見ないユニークな教育システムです。
　中学校を卒業し義務教育課程を修了したばかりの学生たちが、一般的な教養とともに、産業界において即
戦力として活躍できる専門的な知識・技術を身につけられるような教育課程を有しています。

「ものづくり日本」を支える教育課程

　低学年次は、社会人としての素養の育成を重視するなかにも、基礎となる専門科目を学びます。学年が進む
につれ技術者としての素養の育成を重視し専門科目を中心に学べるようカリキュラムを組んでいます。
　また、学生たちは１０代から各種学会で論文発表等を行い、高い評価をいただいています。

特徴① 丁寧に積み上げる専門性

一般科目

1年 2年 3年 4年 5年

専門科目

一般科目

国語・数学・英語・化学・物理・
歴史・体育・音楽　等

専門科目

各学科に応じた専門的な科目を
実験・実習を中心として学びます。



教
　
育

国
際
化

活
躍
す
る
学
生
・
卒
業
生

研
　
究

学
生
生
活

男
女
共
同
参
画

7 8

数ある工学系教育機関の中でも、これほどまでに実
験・実習を行っているのは高専のみ。就職先企業からも
「基礎力が高く、入社後の成長に期待」、「技術の吸収力
が高い」と高い評価をいただいています。

創造実験（スピーカの制作）（沼津高専）

特徴② 実験・実習に基づく確かな実践力

特徴③ 特色ある教育実践

本科1～ 5学年の全学生が、自主探究活動に取り組み
ます。学生は自主的に科学的な課題を設定し、教員や先
輩学生の助言を受けながら調査・実験・考察を行います。
活動の中で学生同士が相互に進捗報告・質疑応答を繰り
返しながら、自分の探究を深め、ポスター発表会に臨み
ます。学生が海外派遣先での問題を決定し、現地の学生
と問題解決を行う「国際自主探究」も実施しています。

 「自主探究」（八戸高専）

ポスター発表する学生

全4学科の2・3・4年生の学科学年横断で構成された
多様なチーム環境の中で、自分たちで問題を発見し、解
決のためのアイディアを実践するPBL型の必修科目。
チームにとってチャレンジを有し、社会とのかかわり
を含むテーマを探し、役割分担の下、自律的に行動し、
メンバーと協働しながら、チームワーク力を発揮して、
創造力が養われる学習活動を行います。

 「co＋ work」（明石高専）

最終発表会　風景

学生自作ロボットの操縦体験イベント

インキュベーションワークでは、学生がプロジェクト
テーマを設定し、メンバーを募集し、組織を立ち上げて
活動計画を立案し、実行できるようになることを目標と
しています。 学年及び学科の異なる学生同士でチーム
を組んで、技術者が備えるべき分野横断的な能力を養い
ます。

 「インキュベーションワーク」（呉高専）
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学生は、いずれかの学科に所属し、自らの専門性を高めます。
高専は、学生が自ら考え能動的に学ぶ姿勢を涵養するとともに、専門知識への理解を深めていきます。

また、分野横断的学習を推進するため、複合系学科への移行が進んでいます。本科卒業者は、「準学士」と
称することができます。また、大学への編入学も可能です。

本科…学びたいことを追求できる5年間

　ロボットなどのシステ
ムを実現するための設計
や開発に必要不可欠な専
門科目を系統的に学びま
す。新時代の技術革新に
も対応できる確かな基礎
力や柔軟な発想力、応用
力を身につけます。

機械系、材料系学科

実習風景（北九州高専）

　電気や家電、ロボットな
ど、電気・電子と機器を結
びつけ、コントロールする
知識・技術について、幅広
く学びます。あらゆる分野
で必要とされる専門的な知
識と応用力を身につけま
す。

電気・電子系学科

実習風景（津山高専）

　現代の情報化社会を支え
るコンピュータシステムや
ソフトウェア、プログラミ
ング、セキュリティ、通信・
ネットワーク技術等につい
て幅広く学び、情報工学に
関する確かな基礎力と柔軟
な発想力を身につけます。

情報系学科

実習風景（沖縄高専）

　化学・医薬品の材料を開
発・生産するための科学技
術、バイオ技術をはじめ、
環境と調和した持続可能な
社会構築のためのリサイク
ル技術・環境改善技術など
幅広く学びます。

化学・生物系学科

実験風景（和歌山高専）

　橋梁や河川、地下空間、
鉄道、水道等の建設構造物、
都市計画や景観デザイン等
の空間設計や運営・維持
に関することを学ぶほか、
人々が生活するための基本
となる住宅やまちづくりに
関することを学びます。

建設系、建築系学科

実習演習（福井高専）

　航海士・船長を目指す航
海コースと機関士・機関長
を目指す機関コースがあ
り、両コースともに実験・
実習を多く取り入れ、船舶
運航等の海事関連職に必要
な知識・技術を習得する科
目等を幅広く学びます。

商船系学科

実習風景（弓削商船高専）

　産業界及び社会のニーズ
に柔軟に対応し、社会の変
化や経済の多様な進展など
にも対応できるよう設置さ
れた学科です。
　国際的に活躍できるビジ
ネスパーソンを育成してい
ます。

社会的ニーズに対応した分野の学科

授業風景（宇部高専）

　低学年次から複数の専門
分野の基礎を学び、その後、
自分に合った専門分野に進
むことができる学科です。
複数の専門分野の知識や技
術を学ぶことで、広い視野
から問題をとらえ解決する
力を身につけます。

複合系学科

授業風景（釧路高専）
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専攻科は、51高専全てに設置している本科卒業後の2年間の教育課程で、独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構から大学教育に相当する水準の教育を行っていることの認定を受けています。
より専門的で高度なカリキュラム編成により、実践力と創造力を兼ね備えた技術者の育成を目指してい
ます。ここでは、PBL型教育や長期のインターンシップ等の積極的な導入により創造力と現代社会への実装
力を高めています。
専攻科修了者は、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構に申請を行い審査に合格することにより４年
制大学卒業者と同等の「学士」の学位を取得することができます。更に研究を深めたい場合は、大学院への
進学も可能です。

専攻科…更に学びを深化させる充実の2年間

国立高専は、JABEE（日本技術者教育認定機構）が実施する日本技術者教育認定制度による審査を受け、
平成31年3月現在、41校60プログラムが認定されています。
　日本技術者教育認定制度とは、高専・大学などの高等教育機関で実施されている技術者教育プログラムに
ついて評価を行い、社会の要求水準を満たすプログラムを認定する制度です。
　JABEE は、技術者教育認定機関の世界的枠組みであるワシントン協定等へ加盟しており、JABEE認定プロ
グラムは、国際的な基準を満たした技術者教育として保証されます。
　そのため、JABEE認定プログラムを修了した学生の活躍の場を世界に広げる可能性を高めること、また国立
高専の国際化を一層促進させることが期待されます。
　さらに、JABEE認定プログラムを修了した学生は、技術士の国家資格の第一次試験が免除されます。

JABEEへの取組み

実験風景（新居浜高専） 授業風景（広島商船高専）

　国立高専では、地域産業界や地方公共団体等と連携して、効果的なインターンシップを実施しており、例年
約8千人の学生がインターンシップを経験しています。また、全ての学科でインターンシップを教育課程に取り
入れており、単位化を進めるなど、一層の推進に向け取り組んでいます。

インターンシップ
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平成23年度末、国立高専機構は、
産業界や大学関係者との緊密な協
力関係の下に、教育の量（教員が何
を教えたか）から質（学生が何をで
きるようになったのか）への転換を
図るモデルコアカリキュラム（試
案）を策定し、平成29年度には「コ
ア（ミニマムスタンダード）の一層
の明確化」と「キャリアデザイン教
育等の推進」の2点について重点的
な見直しを行いました。
そして、平成30年度国立高専に
入学した全ての学生に対し、モデル
コアカリキュラムに準拠した教育
プログラムを開始しています。

   「コア」基礎的能力（分野共通）：国立高専の学生が学科によらず共通で身につけるべき能力を、「数学」「自
然科学」「人文・社会科学」「工学基礎」の4つに分類。科目としての「数学」や「国語」だけでなく、高等教育
に相応しいリベラルアーツとして、多彩なアプローチで新しい時代の基礎的能力を磨いていきます。
   「コア」専門的能力（分野別）：専門学科において獲得すべき能力のこと。機械系や材料系、電気・電子系、
情報系といった10種の「専門工学知識」、調査・研究において必須となる「実験・実習能力」に到達目標を設
定。座学だけでなく、豊富な実践を通じて社会で通用する力を習得します。
   「モデル」分野横断能力：モデルコアカリキュラムの“モデル”にあたる人間力の到達目標。「アクティブ・
ラーニング」「地域の課題解決」などのプログラムを通じて学生の成長を支援します。学生情報統合システ
ム対応データベース（KOREDA）も活用し、国立高専における好事例を共有、進化させていきます。
さらに、各高専は、モデルコアカリキュラムで養われる能力や技能の上に、地域の特性や各校の状況に

合わせた独自のカリキュラムを策定して、特色ある高専へ変革しようとしています。このようにモデルコ
アカリキュラムは高専教育の根幹といえるものです。

モデルコアカリキュラムを導入した教育プログラムを実践するためには、単にシラバスでモデルコアカ
リキュラムの到達目標と科目の関係を見えるようにするだけでなく、学生の能動的な学びの支援などの教
育実践、学生の到達度評価とそれに基づいて展開される個別最適化された学習指導支援、絶え間ない教育
改善などが重要であり、それらに関するさまざまな取組みを行い、高専教育の質保証を行っています。

モデルコアカリキュラムの実践へ 〜高専教育の質保証〜

国立高等専門学校の教育システム

国立高専が育成する人材

社会へ

各校の地域性・特色
に合わせた科目

一般科目 専門科目

コア 知識・
能力=

モデル 人間力=
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また、現在ベトナム、モンゴル、タイなどアジア諸国を中心に海外で高専教育システムの導入が進めら
れており、高い注目を集めています。モデルコアカリキュラムはそれらの海外高専の教育支援にも大きな
役割を果たしています。
これから高専は、モデルコアカリキュラムを中心とした学生と教員の学びの支援と教育改革を加速さ
せ、世界の「ＫＯＳＥＮ」に飛躍していきます。

電気情報工学科実験（松江高専） アクティブラーニング型授業（徳山高専）

P

D
C

A

KOREDA　（Kosen Open REsource DAtabase）

学生カルテ

ポートフォリオ

教材共有

LMS

CBT

ツール
Web

シラバス

ICT ツール

教育マネジメント

実践、方法、

環境改善

教員の

スキルアップ

データに基づく改善

改善・
導入

分野横断的能力の

アセスメント

CBT による

学習到達度試験

実験スキルの

評価

ト
ン
メ
ス
セ
ア

教育実践

教育環境

（教室、ラーニング

コモンズなど）

ICT
活用教育教育方法

アクティブ
ラーニング

方法

環境

地域共同ポート
フォリオ

教育

実践

カリキュラム設計

授業設計

国立高専の特色
モデルコアカリキュラム

教育

マネジメント

モデルコア
カリキュラム

社会構造の
変化

地域社会の
在り方

グローバル化
教育ポリシー

国立高専の

特色改善

アドミッション・ポリシー

カリキュラム・ポリシー

ディプロマ・ポリシー
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近年増加しているサイバー攻撃など
に対応できる「情報セキュリティ人材」
を育成することがわが国の喫緊の課題
となっています。このニーズに応える
ため、国立高専機構では平成27年度か
ら情報セキュリティ人材育成事業に取
り組んでいます（中核拠点校：高知高専、
他19高専）。この事業では、15歳からの
早期情報セキュリティ教育を提供することにより「飛び抜けた情報セキュリティ人材の育成」を目指すと
ともに、「全ての学生が基本的なセキュリティスキルを身につける」ことを目指しています。

情報セキュリティ人材育成事業（K-SEC）

全国の高専卒業生
毎年約1万人

情報セキュリティ人材の出口イメージ

トップ 1%
20%

80%

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
キ
ル
レ
ベ
ル

基盤

主に非ICT企業、ユーザー企業へ

主にICT企業、セキュリティ企業へ

セキュリティ専門技術者として必要な高度な技術
（高専卒のトップレベル）

情報系技術者が持つべきセキュリティ技術
（情報系技術者を目指す学生）

情報系以外の工学分野の技術者が
持つべきセキュリティ技術（各専門学科の学生）

K-SEC セキュリティサマースクール

平成30年8月23日～ 24日に全国の高専生を対象とした「K-SECセ
キュリティサマースクール」を岐阜高専において開催しました。
このサマースクールは、学生の情報セキュリティに関する知識とス

キルの向上と、情報セキュリティ教育に関わる教員の研鑽を目的に、
全国26高専から39名の学生が参加しました。

K-SEC セキュリティサマースクール

KOSEN セキュリティコンテスト2018

平成30年9月1日～ 2日に全国の高専生を対象とした「KOSENセ
キュリティコンテスト2018」をFUKUOKA growth nextにおいて開
催しました。
このコンテストは、各高専からもオンラインで参加して、多くの課
題をクリアしていく競技です。全国35チーム（137名）が参加し、奈良
高専が優勝、国内最大級のセキュリティコンテスト（SECCON2018 
国内決勝大会）への出場を果たし、優秀な成績を残しました。 KOSEN セキュリティコンテスト2018

サイバーセキュリティボランティア

サイバーセキュリティボランティア

平成29年度より長崎県警察本部と佐世保高専が協力して活動して
いるサイバーセキュリティボランティア活動の一環として「中学生向
けサイバーセキュリティ講演」を実施しました。
この活動は、地域の若年層に対し、セキュリティ・モラル教育の展開を
進めるとともに、高専生も主体的活動の中でセキュリティに関する理解
を深めることを目的に、インターネットやSNSの上手な使い方、セキュ
リティに関する講演やスマートフォンを用いた実演を行っています。
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国立高専機構では、リアルな経験を通して学生に実践的なスキルを身につけさせるとともに、学習に対す
るモチベーションを高めさせることを目的に、鳥羽商船高専を推進拠点校に指定して、学校のカリキュラム
だけでは体験できない企業と連携した全国的な共同教育プログラムを実施しています。オムロン株式会社
をはじめ、ヤフー株式会社、株式会社NTTドコモ、京セラコミュニケーションシステム株式会社等の企業に
参画いただいています。高いレベルへ挑戦できるフィールドや、他の高専生と協働して取組むプログラム、
最新テクノロジーを学ぶコンテンツなどを体験することで、社会が求める「職業教育」や「キャリア教育」を
受ける貴重な機会となっています。

共同教育事業

オムロン株式会社との共同教育事業

平成30年度制御技術教育キャンプ

ものづくりの現場で即戦力として活躍できる制御技術者の育成
を目的に、必要な技術を身につけるプロジェクトを展開しています。
  「制御技術教育キャンプ」では、事前の自学自習に加え、夏期の集
中合宿でセンサーと制御コンピュータを用いた課題解決型実習に
より、参加者の制御技術に関するスキルを高め、将来ものづくり現
場のリーダーとして自ら課題を発見して解決できる高度な自律的
エンジニアの育成を目指しています。

株式会社NTTドコモとの共同教育事業

ロボットカーによる競技の様子

平成29年度から、株式会社NTTドコモ、株式会社FaBoと共同で
学生を対象とした「IoT技術者養成プログラム―デバイスコネクトを
活用したロボットカー開発―」を実施しています。平成30年度は鶴
岡高専、久留米高専でビデオ教材作成を目的に授業を実施しました。
授業では、WebAPIの基礎を学び、ロボットカー制御の実習とプロ

グラムを作成した後、実際にロボットカーを作成し競技を行いました。
ビデオ教材は、全国の高専で、デバイスWebAPIを使った授業を
設計する際に参考にできるよう公開する予定です。

京セラコミュニケーションシステム株式会社との共同教育事業

京セラコミュニケーションシステム株式会社と国立高専機構は、
LPWA（Low Power Wide Area）の通信を利用し、センサ情報を
もとにクラウドと連携させてさまざまな課題を解決するシステム
を構築するための講義・教材の開発を行いました。成果報告として、
コンテスト形式で競い合うことで、これまでになかったシステムを
創成できる人材の育成を目指しています。
平成30年度には、システム創成コンテストを開催し、100名近く

の高専生が参加しました。 システム創成コンテスト集合写真
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　リフレッシュ教育（社会人の学び直し教育）とは、高専などの高等教育機関が職業人を対象として、職業上
の知識・技術を新たに修得させるために行う教育です。

リフレッシュ教育 〜社会人の学び直し教育〜

ものづくり「一気通観」エンジニアの養成：豊田高専

　豊田高専では、豊田市及び豊田商工会議所と連携し、ものづく
りの一連の工程を「一気通観」で見通すことができる、創造力豊
かなリーダー技術者を養成するためのプログラムを、平成22年度
から実施しており、毎年30名程度の修了生を送り出しています。
　このプログラムでは、地域のものづくり企業の製造技術者と、
高専専攻科の学生が、混成プロジェクトチームを編成し、1年間かけて、「製造設備の開発」という実践的な課
題に取り組みます。そこでは、企業技術者の経験に基づく現実的な発想と、専攻科学生の制約にとらわれない
自由な発想を融合し、開発過程で生ずるさまざまな問題を1つずつ解決していきます。

産学官連携によるプロジェクト実習（豊田高専）

小中学生向けの理科教室・科学教室

　小中学校における理科離れが指摘されるなかで、小中学生向けの公開講座、訪問実験、出前授業、科学教
室、ロボット競技会（ミニロボコン等）などを通して、小中学生に理科及び科学への関心を育む事業を行って
います。また、小中学校等教職員向けの理科実験・科学実験講座を開催し、小中学校等教職員が自ら生徒に
関心をもってもらえるような実験ができるよう指導しています。

　国立高専機構では、高専の持つ知的資源を活用して、地域を中心
とする小中学生向けの理科教育・科学教室を積極的に行っています。
　また、地域の社会人技術者向け技術講習から、一般向けのコン
ピュータ入門まで幅広い内容の公開講座を全国で行っています。

理科教室・科学教室・公開講座

出前講義の様子（苫小牧高専）

地域理科教育支援「リカレンジャー活動」：仙台高専

仙台高専では、平成16年度から地域の理科教育支援活動の
一環として、学生が主体的に企画・運営・実施を行う「リカレン
ジャー活動」を実施しています。
この活動は、小中学校やイベントにおける出前授業を通した直接
的な理科教育支援や、仙台高専の学生の科学的基礎学力とコミュニケーション力の育成を目的としています。
時代のニーズに即した実験内容やトレンドを積極的に取り入れ、科学の楽しさに直接触れることができる
約30の実験テーマを用意しており、設立から10年以上を経過した現在、参加者の延べ人数は2万人を超えま
した。毎年、小中学校等から多数のリカレンジャー派遣依頼があり、本取組みに対する社会的なニーズや地域
社会からの期待の高さは依然として高いものとなっています。

リカレンジャーの活動（仙台高専）



教
　
育

国
際
化

活
躍
す
る
学
生
・
卒
業
生

研
　
究

学
生
生
活

男
女
共
同
参
画

15 16

　高専生は多彩なキャリアパスがあり、卒業後すぐに就職して技術者として活躍する道と、進学して専門的知
識・技術を更に高める道を選択することができます。
　卒業者の進路状況は、就職が約6割、進学が約4割となっています。

進路状況

産業別就職者数（平成３０年度本科卒業者）　

　卒業者は、産業界に羽ばたき、研究開発・生産管理・生産現場等さまざまな部門で活躍しており、その確か
な技術力・実践力は非常に高い評価を受けています。
　就職率はほぼ１００％であり、他の学校種に比べて極めて高い水準を維持しています。

就職

企業から高い評価をいただいております。
産　　業 人　数（人）

製造業 2,607 
情報通信業 717 
建設業 435 
電気・ガス・熱供給・水道業 393 
運輸業，郵便業 343 
学術研究，専門・技術サービス業 337 
公務員 157 
その他サービス業 134 
卸売業，小売業 48 
不動産業，物品賃貸業 35 
その他 26 
医療，福祉 16 
複合サービス事業 11 
金融業，保険業 9 
生活関連サービス業，娯楽業 8 
教育，学習支援業 5 
宿泊業，飲食サービス業 4 
鉱業，採石業，砂利採取業 3 
農業，林業 1 
漁業 1 
合計 5,290 
※令和元年５月１日現在

高専卒業・修了者の仕事ぶりは高く評価されて
おり、以下のように給与面で優遇されている事
例もあります。

高専の卒業者・修了者と
大学等の卒業者を比較した給与体系の一例

※1 令和元年５月１日現在
※2 出典：文部科学省・厚生労働省調査「大学等卒業者の就職状況調査」（４月１日現在の抽出調査）
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＜
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　高専を卒業後、より高度な知識と技術を求めて進学を希望する者には、高専の専攻科への進学のほか、大
学へ編入学する道が開かれています。
　多くの国公私立大学工学部等が高専からの編入学を受け入れています。

進学

H30

97.1% 97.8%

H26 H27 H28 H29

96.6% 97.3%
96.5%

80.0

90.0

100.0

8,000

8,250
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8,750
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9,250

9,500

卒業者数国立高専生
（年度）

（人）（％）

H30

99.2% 98.5%

H26 H27 H28 H29

97.3%
98.2% 98.5%

80.0

90.0

100.0

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

（年度）

（人）（％）

修了者数国立高専専攻科生

本科卒業者のうち進学希望者の進学率 専攻科修了者のうち進学希望者の進学率

ロボット制御実験（石川高専） 生物系実験（熊本高専）

※令和元年５月１日現在

主な大学への編入学状況 主な大学院への進学状況

大　学　名 人数（人） 大　学　名 人数（人）
H29 H30 H29 H30

豊橋技術科学大学 322 336 神戸大学 24 21
長岡技術科学大学 301 310 広島大学 18 27
千葉大学 81 54 佐賀大学 25 15
東京農工大学 70 63 千葉工業大学 20 19
九州工業大学 61 58 宇都宮大学 20 18
新潟大学 51 47 東京大学 17 20
熊本大学 47 47 徳島大学 16 21
九州大学 49 41 和歌山大学 15 17
筑波大学 45 43 首都大学東京 18 14
金沢大学 37 40 秋田大学 16 15
岡山大学 40 36 横浜国立大学 14 17
室蘭工業大学 35 36 名古屋大学 12 19
大阪大学 34 33 名古屋工業大学 14 16
信州大学 35 31 山口大学 15 15
東京工業大学 32 33 山梨大学 8 20
北海道大学 31 30 富山大学 10 17
東北大学 29 31 琉球大学 12 14
群馬大学 30 28 愛媛大学 8 17
茨城大学 35 22 岩手大学 10 14
岐阜大学 26 31 東京海洋大学 10 14
電気通信大学 30 25 香川大学 13 11
福井大学 34 20 奈良女子大学 13 10
京都工芸繊維大学 27 23 埼玉大学 10 11
鹿児島大学 21 26 宮崎大学 7 12
三重大学 24 22 北見工業大学 8 9

大 学 院 名 人数（人） 大 学 院 名 人数（人）
H29 H30 H29 H30

東京工業大学大学院 58 49 金沢大学大学院 2 4
九州大学大学院 51 52 千葉大学大学院 3 2
奈良先端科学技術大学院大学 42 41 徳島大学大学院 1 4
東北大学大学院 32 51 山形大学大学院 2 2
筑波大学大学院 35 43 宇都宮大学大学院 2 2
長岡技術科学大学大学院 26 34 山口大学大学院 1 3
北陸先端科学技術大学院大学 22 27 愛媛大学大学院 3 1
大阪大学大学院 23 18
北海道大学大学院 22 19
九州工業大学大学院 21 18
東京大学大学院 17 15
豊橋技術科学大学大学院 11 18
京都大学大学院 8 19
電気通信大学大学院 10 11
熊本大学大学院 8 13
名古屋大学大学院 12 6
名古屋工業大学大学院 9 5
神戸大学大学院 7 5
早稲田大学大学院 7 5
京都工芸繊維大学大学院 5 7
慶應義塾大学大学院 6 5
東京医科歯科大学大学院 3 8
横浜国立大学大学院 5 4
岡山大学大学院 4 4
広島大学大学院 3 3
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研究
社会の問題を解決！ 連携によって高まる研究力

　国立高専機構は、研究推進·産学官連携活動を「学生の教育と同様な重みをもつ基本的使命の一
つ」と位置づけています。研究推進·産学官連携活動を通して、国立高専機構の教育水準の維持·向
上に努めるとともに、国立高専機構が持つ知的資産を積極的に社会に還元し、持続可能な社会の
構築と人類の福祉の向上に寄与します。

1. 持続可能社会の構築に資する研究推進・産学官連携活動を展開します。
2. 研究推進・産学官連携活動を通し、国立高専機構のプレゼンスの向上と外部資金の獲得に努めます。
3. 起業や国際的競争力を持つ企業の創出に寄与することに努めます。
4. 研究推進・産学官連携活動のプロセスとその成果を、学生の教育に還元することに努めます。
5. 研究推進・産学官連携活動を通して、互いの特質を補完した人材育成の仕組みを構築します。

基本的活動事項

高専の研究力

　高専での5年間の教育は、学生が卒業後に実践的かつ創造的な人材として、社会に貢献できるようプログラ
ムされており、最終学年の5年次には卒業論文をまとめます。
　また、全国の国立高専には、5年間の高専教育の上に、更により高度な技術者教育を行うための2年間の専
攻科が設置されています。高専の専攻科を担当する教員の教育力、研究力は独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構により認定されています。特に専攻科で行う特別研究では、これを担当する教員の研究力が“指導
しようとする専門分野における研究業績”によって確認されています。

① 日本の産業界を支える実践的かつ創造的な人材を育成「教育」するための研究力

自然エネルギー利用の卒業研究
（佐世保高専）

建築デザイン学科での実験の様子
（仙台高専）

高度な分析機器を使った物性測定
（奈良高専）
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国立高専には、約4千人の教員、技術職員、高専リサーチアドミニストレータ（KRA：KOSEN Research 
Administrator）、産学官連携コーディネーターが企業からの相談やさまざまな社会の技術的課題に対応
するため、技術相談・共同研究・受託研究などの制度があります。いずれも各校や国立高専機構本部が窓口
となっています。

1．�技術相談制度　高専の研究者が、企業や自治体等からの技術的問題に対して相談を受ける制度で、専門分野に応じた
教員が対応します。

2．�共同研究制度　高専の研究者と民間企業等の研究者が共同で研究を行い、高専の持っている研究施設や関連する研
究者を活用し優れた研究成果を上げる制度です。

3．�受託研究制度　民間企業等が高専に対して研究を委託し、その課題について高専の研究者が研究を行い、その成果を
委託者へ報告することにより、民間企業等の研究開発に協力する制度です。

② 社会のニーズに応える開発的研究力
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国立高専では、科学研究費助成事業（科研費）の
獲得に積極的に取り組み、自己収入の増加を図って
います。

科研費採択状況
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　国立高専機構では、各校で生まれた知的財産を権利化しています。現在、さまざまな科学技術分野での特
許権をはじめとする知的財産を、約1,200件保有しています。

知的財産

研究者情報 「国立高専研究情報ポータル」
　国立高専の産学連携・知的財産活動に関する情報として、高専研究者の研究技術シーズ、注
目研究、産学官連携活動の成果事例などの情報をホームページ（https://research.kosen-k.
go.jp）で提供しています。このページの教員検索機能を使用すると、全国の高専研究者のキー
ワードでの検索や、各校のシーズ集が確認できます。

共同研究の状況 受託研究の状況

科研費の状況
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　国立高専機構では、高専リサーチアドミニストレータ（KRA）による戦略的な研究推進・産学連携活動を
行っています。
　KRA東日本センタ−とKRA西日本センタ−を設置し、高専教員の研究力を活かした産学連携を推進して
います。また、大型の外部資金情報の収集や獲得のための企画、若手教員向けの講習会などを実施して
います。

高専リサーチアドミニストレータ（KRA）

KRAによる外部資金説明会の模様
（若手研究者を対象とした研修会）

KRAが参加したマッチングイベントの模様
（NEW環境展 2018）

KRA 東日本センター
（東京高専）

KRA西日本センター
（明石高専）

KRA 本部事務局

高専リサーチア
ドミニストレータ
（KRA）が全国
の技術シーズか
ら求めている技
術を探します

求めている技術
を持つ高専の
担当者が企業
等の皆様に連絡

地
域
企
業
等
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国立高専機構では、日本全国に設置された51の国立高専に所属する約4千人の研究者がネットワークを
形成して、さまざまな分野で新産業につながる研究開発を行っています。全国各地でさまざまな分野で研究
している研究者が連携することで、難解な技術的問題に対して複合融合的なアプローチを行い、答えを見い
だします。

研究ネットワークプロジェクト

平成30年度研究ネットワーク形成事業により支援した研究グループ

平成30年度より新たに支援を開始したグループ ： 29件
平成29年度より継続して支援しているグループ ： 43件





計72件

平成30年度より新たに支援を開始したグループ一覧
課　題　名 研究グループ参加校

1 先進モビリティ材料リサイクル推進事業ネットワーク 函館、仙台

2 積雪地帯における EV 自動走行・融雪の新展開 函館、鶴岡

3 モバイル IoT 電波環境改善方法の構築 函館、香川、弓削

4 糖質科学研究ネットワーク 苫小牧、一関、福島、群馬、宇部、沖縄

5 高機能電極開発ネットワーク 旭川、仙台、宇部、（室蘭工大）

6 溶融金属高清浄化プロセス研究ネットワーク 八戸、香川

7 次世代バイオ電池研究ネットワーク 一関、鶴岡、和歌山

8 「『枕草子』可視化システムの構築」ネットワーク 一関、仙台、鶴岡、香川、（東北大）、（山形県立産技短大）

9 環境保全機能性ソフト／
セミソフト・マテリアル未来型プロセッシング研究ネットワーク 釧路、八戸、福島、小山

10 歴史的建造物東西日本比較ネットワーク 小山、米子

11 有機エレクトロニクス研究ネットワーク 小山、群馬、奈良、宇部、北九州

12 先端流体工学による医農工学連携ネットワーク 小山、群馬、都城

13 モジュライ空間の研究ネットワーク 一関、茨城、木更津、都城

14 農業 IoT 推進・実装ネットワーク 仙台、長岡、（信州大）、（長岡技科大）

15 環境保全ＧＩＳ利活用ネットワーク 石川、岐阜

16 インフラ施設のスマート化による防災研究会 仙台、東京、舞鶴、明石

17 イオン液体の革新的応用展開ネットワーク 鈴鹿、奈良、和歌山、米子、（神戸市立）、（大阪府立）

18 パズルの数理・情報科学的解析ネットワーク 米子、津山、佐世保、沖縄

19 フィジカルエデュケーションネットワーク 石川、松江、呉、（立命館大）

20 マグネティックドライブネットワーク 豊田、広島、阿南、弓削

21 教育スキルパッケージ構築ネットワーク 旭川、宇部、阿南、北九州

22 乳化分散技術ネットワーク 和歌山、高知

23 i-construction 向け要素技術開発の研究ネットワーク 有明、熊本

24 洞窟計測探査シミュレーションプログラム
松江、佐世保、（国士舘大）、（名古屋大）、（美祢市教育委員会）、
（JAXA）、（島根大）、（東北大）、（日本文理大）、（日本経済法科大）、
（佐賀大）

25 衝撃波応用技術研究ネットワーク 熊本、沖縄、（（一社）衝撃波応用技術研究所）

26 長期的自然環境モニタリングネットワーク 有明、熊本、大分

27 水圏生態系と人工材料物との相互作用分析ネットワーク 鈴鹿、都城

28 環境防災研究ネットワーク 木更津、富山、豊田、徳山、大分、都城、鹿児島、（長岡技科大）

29 生体・情報ネットワーク 東京、徳山、鹿児島、（東京電機大）
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国際化
世界が求める高専！ グローバルに活躍できる技術者へ

国立高専機構では、近年の急速な社会経済のグローバル化に伴い、語学力・異文化理解力・リー
ダーシップ・マネジメント力を備えた、産業界のニーズに応えるグローバルに活躍できる技術者
の育成に取り組んでいます。
また、モンゴル・タイ・ベトナム等の国を対象に「高専型教育の海外展開」を推進し、技術者教
育分野での国際貢献と高専の更なる国際化・高度化を目指しています。

平成30年度まで実施したグローバル高専事業において、実施校を中心にグローバルに活躍できる人材
育成の取組みの構築が進みました。
令和元年度は、昨年度まで実施した事業の成果・課題を踏まえて、学生が広く世界に向けて、積極的に海
外に飛び立つ機会を拡充することで、学生自らの学習を促し、国際コミュニケーションの向上を図ること
を目的に、高専全体に人材の裾野を広げることに主眼を置いて見直しの上、育成事業を実施します。

グローバル人材としての育成

学生のグローバル化のための取組み

ISTS －International Seminar on Technology for Sustainability－

学生の英語コミュニケーション能力の向上、グローバル
リーダーシップの育成及び国際感覚の涵養に貢献することを
目的として海外で開催しているものです。
平成30年度はISTS2018をタイのパタヤ及びバンコクにお
いて実施し、タイ企業からの課題に対して日本人学生と海外
学生との混合チームをつくり、解決策とその実現可能性を検
討し、プレゼンテーションを行いました。

海外インターンシップ
海外に拠点を持つ企業の支援・協力を得て、国際的に活躍
できる実践的技術者の育成を目的として行っています。
本プログラムは、企業との共同教育の一環として、学生が
国際的に展開する企業の現場で就業体験を行うとともに、異
文化理解やコミュニケーション能力などの国際感覚を養うも
のです。

インドネシアでのインターンシップ

ISTS2018をタイのパタヤ及びバンコクで開催、
ISTS2019もタイで開催予定
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トビタテ！ 留学JAPAN
  「トビタテ！ 留学JAPAN」とは、意欲と能力あるすべての
日本の若者が、海外留学に自ら一歩を踏み出す気運を醸成す
ることを目的として、平成25年10月より文部科学省が開始
した留学促進キャンペーンです。
本プログラム開始から第10期まで（高校生コースは第5期ま

で）に、延べ344名（大学生コース125名、高校生コース219名）
の高専生が採択されています。 ニュージーランドへの留学

在外研究員制度
教職員が先進的な研究や優れた教育実践に参画する機会を増やすため、海外の教育研究機関等に派遣し

ています。

教員グローバル人材育成力強化プログラムでのプレゼン
テーションの様子（ニューヨーク市立大学クイーンズ校）

教員グローバル人材育成力強化プログラム
教員に英語による指導法を修得させるため、ニューヨーク

市立大学クイーンズ校及びマレーシアのペナンへ派遣し、英
語による研修や教育研究活動に参画しています。

グローバル職員研修
高専の国際化を推進する職員を育成するため、職員をマレーシアのペナンに派遣し、現地での実務研修

（国際会議の運営支援等）を行います。

ISATE 
－International Symposium on Advances in Technology Education－

国立高専機構が包括的学術交流協定を締結している、シンガ
ポール、香港、タイ、フィンランド等にある教育機関の教職員
が、科学・技術、及び工学の教育に関する議論や情報交換を行う
ことにより、総合的・多角的視点から実践的技術者教育の更な
る発展を目指すことを目的として開催している国際会議です。
会議では、参加者同士の技術・工学教育に関する教育研究の

発表やワークショップにおける活発な議論と情報交換を実施
しています。

教職員のグローバル化のための取組み

ISATE2018 は香港で開催、
ISATE2019 は日本で開催予定
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学生・教職員の国際交流の活発化等を図るため、国立高専機構全体で延べ371機関の海外教育機関（各校
において延べ335機関、国立高専機構本部において36機関）との間で学術交流協定を締結しています。

海外との交流協定・学生の派遣等

ヨーロッパ
アイルランド	 1
イタリア	 1
オーストリア	 1
スウェーデン	 1
スペイン	 1
セルビア	 1
ドイツ	 11
ハンガリー	 3
フィンランド	 7
フランス	 16
ベルギー	 3
ポルトガル	 1
ロシア	 6
英国	 5

東アジア
モンゴル	 16
韓国	 28
中国	 32
台湾	 29
香港	 6

中東・中央アジア
ウズベキスタン	 3
カザフスタン	 1
トルコ	 1

オセアニア
オーストラリア	 9
ニュージーランド	 8

南米
ブラジル	 2
メキシコ	 5

北米
カナダ	 5
米国	 16

東南アジア・南アジア
インド	 1
インドネシア	 22
シンガポール	 18
タイ	 32
ネパール	 1
バングラデシュ	 1
フィリピン	 6
ベトナム	 23
マレーシア	 10
ミャンマー	 1
ラオス	 1 合計335件

各校における海外との交流協定の締結先

（平成31年3月31日現在）

　モンゴル、タイ、ベトナム等の国を対象に、日本の産業基盤となる技術者を50年にわたり育成してきた高専
型教育のリソースを各国のニーズに応じて展開することで、技術者教育分野での国際貢献を果たし、相互交流
を通じた高専の更なる国際化・高度化を図っています。
　海外展開の拠点としてリエゾンオフィスを設置し、各国政府機関・教育機関等と連携しながら（モンゴル：平
成28年11月設置、タイ：同年12月設置、ベトナム：平成30年3月設置）、各国の技術者教育の高度化を支援し
ています。

高専型教育の海外展開

インターンシップセミナー（モンゴル） ５年一貫教育コース入学式（タイ） KOSEN FORUM in Viet Nam（ベトナム）
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国立高専機構本部の包括的学術交流協定 学生の海外交流状況（平成30年度）� （人）

インドネシア
スラバヤ電子工学ポリテクニック
ガジャマダ大学
国立ポリテクニク協会

シンガポール

ナンヤン・ポリテクニック
ニーアン・ポリテクニック
リパブリック・ポリテクニック
シンガポール・ポリテクニック
テマセク・ポリテクニック
シンガポール工科大学
南洋理工大学
シンガポール工科デザイン大学

タイ

キングモンクット工科大学ラカバン校
泰日工業大学
教育省職業教育局
プリンセスチュラポーン・サイエンスハイスクール
タマサート大学工学部
キングモンクット工科大学トンブリ校

台湾
國立聯合大學、國立臺北科技大學
國立高雄第一科技大學、正修科技大學
中州科技大學

ベトナム
商工省、労働傷病兵社会問題省職業訓練総局
科学技術連合会、ハノイ工科大学
教育訓練省

香港 香港職業訓練協議会
マレーシア マラ工科大学

モンゴル 教育・文化・科学・スポーツ省
ウランバートル市

米国 ニューヨーク市立大学クイーンズ校
コロンビア大学工学部機械工学科

フィンランド
トゥルク応用科学大学
オウル応用科学大学
ヘルシンキメトロポーリア応用科学大学

学生派遣
台湾 898
シンガポール 639
タイ 302
マレーシア 205
米国 172
韓国 172
ベトナム 143
オーストラリア 127
ニュージーランド 98
カナダ 89
フィリピン 88
中国 83
香港 65
フランス 43
モンゴル 41
ドイツ 37
インドネシア 29
英国 25
フィンランド 22
ロシア 16
メキシコ 12
イタリア 10
カンボジア 10
その他欧州 56
その他アジア 7
その他中南米 5
その他アフリカ 1
合　　計 3,395

学生受入
シンガポール 294
タイ 222
韓国 167
香港 140
台湾 128
フィリピン 78
中国 58
マレーシア 52
フィンランド 46
フランス 43
オーストラリア 38
メキシコ 34
アメリカ 32
インドネシア 31
モンゴル 31
ドイツ 27
ベトナム 17
スウェーデン 7
ロシア 7
セルビア 6
バングラデシュ 5
カンボジア 4
スリランカ 4
ネパール 4
その他オセアニア 24
その他アジア 5
その他北米 3
その他中南米 3
その他欧州 2

合計 1,512

外国人留学生の受入れ

全国51の国立高専では、現在17カ国から約450人の外国人留学生を受け入れており、そのほとんどは日
本国政府から奨学金を受けている学生（いわゆる国費留学生）及び海外の政府から派遣された学生（いわゆ
る政府派遣留学生）となっています。
国費留学生は、渡日後、独立行政法人日本学生支援機構東京日本語教育センターで1年間の日本語教育を
受け、高専3年次に編入学します。
政府派遣留学生は、各国で予備教育を受けた後、渡日し、高専3年次に編入学します。
国立高専機構は、現在、全国国立高専の私費留学生編入学共同選抜を実施するなど、私費留学生の積極的
受入れを推進しています。
また、平成30年度にはタイ政府奨学金留学生を高専１年次から受け入れる新たな取組みを開始しており、
高専の国際化を一層加速しています。

留学生数・進路状況等

留学生日本文化体験（木更津高専）タイ政府奨学金留学生オリエンテーション 留学生茶道体験（一関高専）

（平成31年4月16日現在）
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 国籍別留学生数

国　　費 マレーシア
政府派遣

モンゴル
政府派遣＊

タイ
政府奨学金 私　　費 合計

国　　名 本　科 専攻科 本　科 専攻科 本　科 本　科 本　科 専攻科
マレーシア 0 0 198 5 0 0 2 0 205
モンゴル 42 0 0 0 80 0 0 1 123
カンボジア 27 0 0 0 0 0 0 0 27
タイ 21 0 0 0 0 3 0 0 24
インドネシア 22 1 0 0 0 0 0 0 23
ラオス 22 0 0 0 0 0 0 1 23
ベトナム 0 0 0 0 0 0 10 0 10
インド 4 0 0 0 0 0 0 0 4
カメルーン 3 0 0 0 0 0 0 0 3
セネガル 3 0 0 0 0 0 0 0 3
中国 0 0 0 0 0 0 1 1 2
チュニジア 2 0 0 0 0 0 0 0 2
トルコ 0 0 0 0 0 0 1 0 1
バングラデシュ 1 0 0 0 0 0 0 0 1
ミャンマー 1 0 0 0 0 0 0 0 1
メキシコ 1 0 0 0 0 0 0 0 1
ルワンダ 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合　　計 150 1 198 5 80 3 14 3 454

（人）

留学生数の推移
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191 198

171

27 47 44 39
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国費

モンゴル政府派遣
タイ政府奨学金留学生

マレーシア政府派遣

私費

合計

 留学生の進路状況

【本科卒業者】

卒業者数 就　職 大　学 専攻科 その他

平成26年度 106 5 88 4 9

平成27年度 100 10 77 5 8

平成28年度 155 13 120 7 15

平成29年度 154 11 127 1 15

平成30年度 158 7 116 8 27

【専攻科修了者】

修了者数 就　職 大学院 その他

平成26年度 2 1 1 0

平成27年度 0 0 0 0

平成28年度 7 5 1 1

平成29年度 5 4 0 1

平成30年度 8 3 0 5

（人）（人）

＊制度上本科のみの派遣（平成30年5月1日現在）

（各年度5月1日現在）
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学生生活
高専だから経験できることがある！ 育まれる豊かな人間性

全ての国立高専は、学生寮（男子寮・女子寮）を設置し、在学生
の約4割が集団生活をしています。寮内で高学年の学生が低学年
の学生の学習を自主的にサポートするなど、学生は寮生活を通じ
て集団生活に慣れるとともに、自立と調和の心を育んでいます。

寮生活

女子寮の様子（小山高専）

　高専生としての５年間は、人格形成にお
いて非常に大切な時期です。各国立高専で
は、学生が豊かな人間性を育むことができ
るよう、部活動を支援しており、多くの学生
がスポーツや文化活動に励んでいます。

部活動 ～学業の合間に～

バスケットボール部（香川高専）アマチュア無線部（仙台高専）

　高専生が自分たちで発案・企画し、創りあげる高専祭は、例年大
きな盛り上がりを見せています。地域住民や、近隣の小・中学生も
数多く訪れ、地域交流の場にもなっています。
　高専生は思う存分独自性や独創性を発揮し、学内外問わず多く
の人々を魅了します。

高専祭 ～学生自らが“創る”～

高専祭市中パレード（舞鶴高専）

　国立高専機構では、民間企業等から支援を受け、学生の修学支援を目的とした奨学金制度を以下のとおり実
施しております。また、各国立高専でも独立行政法人日本学生支援機構が実施する奨学金（給付型・貸与型）を
はじめ、地方公共団体や民間企業等による奨学金制度を積極的に活用し、学生が安心して修学できるよう支援
を行っています。

各種奨学金制度

対　　象 奨学金制度名称 寄附者等
受給者数（人）
平成30年度

本科５年生 天野工業技術研究所奨学金 公益財団法人天野工業技術研究所 55
専攻科生及び留学生 ウシオ財団奨学金 公益財団法人ウシオ財団 13

東日本大震災による被災学生
コマツ奨学金 株式会社小松製作所 18

DMG MORI奨学基金 DMG 森精機株式会社
DMG MORI Management AG 36

土木工学を学ぶ４年生及び専攻科１年生 上田記念財団奨学金 一般財団法人上田記念財団 36
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体育大会、各種コンテスト等が開催され、多くの学生が参加しています。　

コンテスト・体育大会

ロボコン

  「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト」
は、これからの最先端技術を担う高専生が既成概念にとら
われず、「自分の頭で考え、自分の手でロボットを作る」こ
との大切さを再認識しつつ、発想することのおもしろさ、
ものづくりの素晴らしさを共感するコンテストです。

プロコン

  「全国高等専門学校プログラミングコンテスト」は、情報
処理技術における高専生の優れたアイデアと実現力を競
い、発想の柔軟性と豊かな創造性を養うことを目的とした
コンテストです。また、同時にＮＡＰＲＯＣＫ国際プログラ
ミングコンテストも開催されています。

デザコン

  「全国高等専門学校デザインコンペティション」は、高専
生の日頃の教育成果を生かした生活環境関連のデザインや
設計等を競うことなどにより、高等専門学校が目指す、想
像力と実践力に富む創造的人材の育成に寄与することを目
的としたコンテストです。

英語プレコン

  「全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト」は、高専生の英語表現力の向上、並びに高専間の
親睦・交流を図り、国際感覚豊かな技術者の育成に寄与することを目的としたコンテストです。

体育大会

全国各地区の高専体育大会を勝ち抜いてきた高専生が集い、14の競技種目を競う大会です。高専教育の一
環として、広くスポーツ実践の機会を与え、技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健康な学生
を育成するとともに高専相互の親睦を図ることを目的とした大会です。
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私は熊本電波高専を卒業して、25年になります。12歳でコンピュータを始め
て、高専に進学しました。高専では実践的な教育や実験などを通じて「問題解決
力」、また学生寮を通じて「社会性」を学びました。また高専の学生寮でマレーシ
ア人留学生のチューター（お世話係）を務めていたこともあり、海外に目が向き、
学生時代に60カ国をバックパッカーで一人旅をし「ダイバーシティ」を学びました。
高専を卒業後、九州工業大学に編入し、在学中に研究室のメンバーとIT企業を起業しました。現在は福岡、上海、バン

コク、マニラに拠点があり、6カ国の外国人達と一緒に仕事をしています。
海外では全国高専交友会を主催し、全国の高専OBと食事をしたり、情報交換をして助け合っています。
私は2019年4月から「クロスアポイントメント制度」の第一号として、会社経営者のまま、佐世保高専 電子制御工学

科の准教授に就任しました。佐世保高専の学生さんに「グローバル」と「アントレプレナーシップ」を伝えて参りたいと
考えてます。またこの取組みは、高専機構と連携し、全国の高専に広げていければと思っています。

2019年5月には、キングモンクット工科大学ラカバン校に「タイ高専」が開校し
ました。開講式で、高専機構の谷口理事長が「高専生が目指す技術者は、社会を健
康に発展させ、イノベーションを推進する『社会のお医者さん（Social Doctor）』」
であるとスピーチされました。
これからの高専生は広い視野と高い技術力でグローバル・エンジニアとして、ま
たSocial Doctorとして世界で活躍して頂きたいです。高専生よ、世界を目指せ！

高専生よ、世界を目指せ！
入江 英也　熊本電波高専電子制御工学科卒業 株式会社ユウシステム代表取締役社長

私は元々、中学生の頃から理科の実験が好きで、兄が高専に入っていた
ということもあり高専に入学しました。カーリングは7歳の時に始め、高
専に入ってからも続けてはいましたが、4年生のときに本橋麻里さんに誘
われてから本格的に活動を行うようになりました。それからは、冬になる
と金曜日の夜に２時間半かけて地元に帰り、土日に練習して月曜日からはまた学校生活に戻るという日々の繰り返しで
した。高専は決して勉強が簡単なわけではないため両立は大変でしたが、オンとオフのメリハリをつけて過ごすことに
よって、「片方を頑張ったらもう一方も頑張らないと」と、良いモチベーションを保つことができたように感じます。今で
も、オンオフの切り替えは本番で100%の力を発揮するためにとても大切にしていることのひとつです。
また、そのような生活の中ではどうしても時間が足りなくなってしまうため、短い時間の中でどうやったら効率よく進
めることができるか、を自然と考えるようにもなりました。ただ、これは簡単なことではなく、最近でも、練習の量だけ

でなく質が求められてくるなかで、どのような練習が今一番必要なのか、効率
がいいのか、試合に生きるのか、などを日々模索しながら練習をしています。
高専時代の5年間はとても忙しいものでしたが、とても充実していました。

このような日々を過ごすことができたのも両親、先生方、友達など周りの人た
ちの沢山のサポートがあってのことでした。今後も私を応援してくれる皆さ
んへの感謝を忘れずに頑張って行きたいと思います。

平昌冬季オリンピック女子カーリングで銅メダル獲得
鈴木 夕湖　旭川工業高等専門学校物質化学工学科卒業

活躍する学生・卒業生
高専発「人財」は輝いている！
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私は高専に入学する前から数学とコンピュータに興味があり
ました。中学生のときには、数学オリンピックに挑戦していまし
たが、日本代表を選出する春合宿選手には選ばれませんでした。
高専に入学後、コンピュータ研究部に所属し、情報オリンピック
を知り、競技プログラミングを始めました。競技プログラミング
とは、数学的な問題を解くために、効率的なアルゴリズムでプロ
グラムを作るコンテストです。
近年、競技プログラミングコンテストは（インターネット上で

も）広く開催されており、参加できる機会が増えています。昨年
度は、高校生以下の競技プログラミングの世界大会である2018 国際情報オリンピックで全体6位の成績で金メダルを
獲得しました（情報オリンピックでは、金メダルを上位12分の1（30人程度）が獲得できます）。情報オリンピック以外に
も、パソコン甲子園（日本の高校生の2人チーム戦の大会）では2017年と2018年の両方で準優勝し、他のいくつかの企
業主催のコンテストでも好成績を収めることができました（Hack to the future 2018 1位など）。加えて、コンテスト
サイトAtCoderでは世界45位です（2019年5月18日現在）。
北九州高専の良いところは、プログラミングスキルを学ぶ環境が整っているところです。1年次からパソコンの授業が

あり、部活ではいつでもパソコンが使えます。また、高専では、普通の高校と比べ、好きなことに多くの時間を使えるよ
うに思います。私は放課後いつもプログラムを書くことに没頭できました。競技プログラミングを始めた時期が遅かっ
たにも関わらず、良い成績を残すことができたのは、環境に恵まれたおかげだと思います。高専に入って本当によかった
です。進路はまだ決めていませんが、優秀なプログラマになりたいです。

第30回国際情報オリンピック日本大会で金メダル獲得
井上  航　北九州工業高等専門学校　生産デザイン工学科情報システムコース４年

私が黒田研究室に所属し、植物寄生性の線虫による病害を抑止する技術の開発に関する
研究を始めてから約2年が経過しました。
これまで私は、自分の研究成果について国際会議でのポスター発表、土木学会論文集へ
の論文の投稿、また長岡技術科学大学技術開発教育振興会への助成金の申請などを行いま
した。幸運なことにも、これまでの研究成果はポスター賞の受賞、投稿論文の採択、助成金
の獲得に繋がり、多くの方々に私の研究を評価していただきました。ご指導頂いた黒田先
生をはじめとして、私の研究にご協力頂いた多くの方々に厚く御礼申し上げます。
こうした研究活動の中では、当然楽しいことばかりではなく、思ったような実験結果がでなかったり、知識や経験が
不足していることを痛感したりと、悔しい思いをすることもたくさんありました。また、国際会議などの場では英語が必
須であり、英語を話せなかった私は相手と会話ができないといったことも経験しました。しかし、多くの先生や研究者の

方々、またご協力頂いている農家の方とお話する機会もたくさん
あり、実際の現場に触れることや実際に経験することが大切であ
ると感じました。加えて、論文を書くための文章力、相手にわかり
やすく伝えるための話し方や資料の作り方、先を見据えた研究の
戦略の立て方など、これまで知らなかったことをたくさん学ぶこ
とができました。
今後は大学院へ進学し、これまでに高専で学んだ専門的な知識

を活かし、社会に貢献できるような研究者となれるよう精進した
いと考えています。

これまでの研究活動とその成果について
蔵下 はづき　都城工業高等専門学校　物質工学専攻2年
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男女共同参画
技術者育成を通して、男女共同参画社会を実現

国立高専機構は、令和元年６月に制定した「ダイバーシティ
推進宣言」と、改定した「男女共同参画行動計画」に基づき、
男女が共に活躍する社会の実現に向けて、教職員の働き方
改革や、女子学生のキャリア形成支援に取り組んでいます。

男女共同参画の基本方針と取組み
1．教育活動全般を通じた男女共同参画の推進
女子志願者を増やす取組み、女子学生の技術者としてのキャリア形成支援、
女子学生の増加に対応した修学環境整備等を積極的に進めています。

2．教育・研究・就業における男女共同参画の推進及び環境整備
教職員が仕事と生活を両立するために各種制度の充実を進めています。研究者を支援する取組みと
しては、「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」による、育児・介護と研究の両立を
支援する「研究支援員配置制度」、「Re-Start研究支援制度」、高専間人事交流により家族との同居
（近居）を支援する「55キャンパス活用同居支援プログラム」等を進めています。

3．男女共同参画の意識啓発
研修の機会に男女共同参画に関する情報発信を進め、教職員の意識啓発を進めています。

4．法人・学校運営における意思決定への男女共同参画の推進
女性教員の積極的採用や上位職登用促進など男女共同参画を目指した人材育成を進めています。

現在までの成果及び今後の展開

活躍する女子高専生
高専は未来を担う女性エンジニア育成に力を入れています。

高専生が活躍する特色ある活動には、理系女子実験隊（函館高
専）、ロボット娘（八戸高専）、Nit♡Kitガールズ（北九州高専）、
RobogalsKagoshima（鹿児島高専）などがあり、地域の理工系
教育に貢献しています。また、女性エンジニアリーダーを育成す
る「しなやかエンジニア教育プログラム」(奈良高専)のような取
組みも始まっています。

平成27年度に文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイ
バーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」の採択を受け、総合的な女性研究者支援に取り組み、中
間評価において最高となるS評価を獲得しています。平成28年度には国立高専に初の女性校長が誕生しま
した。令和元年度には女性教員が400名を超え、入学する女子学生も2,200名を超えるようになりました。
これからも、男女共同参画及びワーク・ライフ・バランスの更なる実現に向けて努めていきます。

高
専
教
員
職
の
魅
力
を
紹
介
す
る

『
高
専
教
員
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

（
小
冊
子
）を
作
成

プロコン2018文部科学大臣賞・最優秀賞チーム
（自由部門）（香川高専詫間キャンパス）

しなやかエンジニア教育プログラム（奈良高専）

RobogalsKagoshima の活動（鹿児島高専）
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意思決定体制

資料

業務（独立行政法人 国立高等専門学校機構法第12条）
独立行政法人国立高等専門学校機構は以上の目的を達成するために、以下の業務を行っている。
1．国立高等専門学校を設置し、これを運営すること。
2．�学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康などに関する相談、寄宿舎における生活指導その他の援助を行うこと。
3．�機構以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。
4．公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。
5．前各号の業務に附帯する業務を行うこと。

目的（独立行政法人 国立高等専門学校機構法第3条）
独立行政法人国立高等専門学校機構は、国立高等専門学校を設置すること等により、職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技
術を有する創造的な人材を育成するとともに、わが国の高等教育の水準の向上と均衡ある発展を図ることを目的としている。

目的・業務

組織（平成 31 年4月1日現在） 本部事務局の組織（平成 31 年4月1日現在）

総務課

情報企画課

財務課

整備課

施設部長

国際企画課

教育参事

研究参事

人事課

施設課

学務課

男女共同参画推進室

国際参事

研究推進課

学生参事

情報参事

危機管理室

法規調査室

広報室

事
務
局
長

特定業務企画本部

海外拠点

意思決定体制

監事

監査室

理事長 理事

執行調整役

研究推進・産学連携本部

タイ

事務局

情報戦略推進本部

ベトナム

教育改革推進本部

モンゴル

【全国共同利用施設】
国際交流センター

国立高等専門学校５１校

ブロック校長会議

事務部長会議

校長会議理事長運
営
協
議
会

事
務
局
次
長

役員会

専門部会、WG、各部門等

担当理事所掌業務

企画委員会
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資料

役
員
等

理事長	 谷口　功
理事	 豊岡　宏規　	
理事	 安藤　真	
理事	 伹野　茂	 （函館工業高等専門学校長）
理事	 後藤　景子	（奈良工業高等専門学校長）
理事	 東田　賢二	（佐世保工業高等専門学校長）
理事(非常勤)	 大島　まり	（東京大学大学院情報学環・生産技術研究所教授）
監事(非常勤)	 加治佐 哲也	（兵庫教育大学長）
監事(非常勤) 	 吉田　正史	（東陽監査法人代表社員相談役）

本
部
事
務
局
役
職
者

執行調整役	 桒原　靖 
事務局長	 土生木　茂雄
事務局次長	 大村　浩志
施設部長	 小谷　善行
総務課長	 鈴木　剛
人事課長	 波形　寿英
財務課長	 吉田　隆
学務課長	 三木　隆史
国際企画課長	 日野　宏江
研究推進課長	 矢島　大彰
情報企画課長	 中尾　実

施設課長		  近藤　道広	
整備課長		  江川　豊	
男女共同参画推進室長	 桒原　靖 （併）	
教育総括参事 		  本江　哲行	
学生総括参事　		  鶴見　智 	
国際総括参事 		  戸谷　順信	
国際総括参事 		  加納　誠二	
国際総括参事 		  油谷　英明	
研究総括参事 		  佐藤　貴哉	
情報総括参事 		  水野　正志	
情報総括参事 		  杉本　和英

役員・本部事務局役職者等一覧

教職員数

 人　数（人）

 男女比（％）

講　師

男 女 計

226 67 293

教　授

男 女 計

1,438 65 1,503

助　手

男 女 計

3 1 4

技術職員等
（看護師等含む）

男 女 計

565 139 704

校　長

男 女 計

49 2 51

助　教

男 女 計

303 75 378

事務職員
（施設系技術職員含む）

男 女 計

1,125 600 1,725

准教授

男 女 計

1,238 197 1,435

教員計

男 女 計

3,257 407 3,664

合　計

男 女 計

4,947 1,146 6,093

77.1 22.9 ー95.7 4.3 ー 75.0 25.0 ー 80.3 19.7 ー96.1 3.9 ー 80.2 19.8 ー 65.2 34.8 ー86.3 13.7 ー 88.9 11.1 ー 81.2 18.8 ー

在学者数・入学定員

入学定員（人）学校数 学科数・専攻科数

本　科
51校

184学科

専攻科 104専攻

在学者数（人）
女男 計

10,27638,0039,360 48,279
21.378.7男女比（％） ー
3462,5881,118 2,934
11.888.2男女比（％） ー

概要

（令和元年5月1日現在）

（令和元年5月1日現在）
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分野別学科数・入学定員

予算（令和元年度当初予算）

■ 運営費交付金 
■ 施設整備費補助金 
■ 大学改革支援・
　 学位授与機構施設費交付金 
■ 授業料及び入学金検定料収入 
■ 雑収入 
■ 産学連携等研究収入及び
　 寄附金収入等

■ 教育研究経費 
■ 一般管理費
■ 施設整備費
■ 産学連携研究経費及び
　 寄附金事業費等

62,558 64,827

10,796

10,716

2,390

88,729
収入

12,422

88,729
支出

643
2,390

10,195

521

単位（百万円）単位（百万円）

区　分
工　業

商船系 その他
（工業・商船以外）合　計機械、材料系 電気・電子系 情報系 化学・生物系 建築、建設系 複合系

学科数 36 48 28 21 28 15 5 3 184
入学定員 1,440 1,960 1,120 840 1,120 2,560 200 120 9,360

機械、材料系 学科数 入学定員

機械工学科 26 1,040

機械システム工学科 4 160

機械電気工学科 1 40

環境材料工学科 1 40

材料工学科 1 40

知能機械工学科 1 40

機械知能システム工学科 1 40

材料システム工学科 1 40

小計 36 1,440

電気・電子系 学科数 入学定員

電子制御工学科 13 520

電気情報工学科 11 440

電気電子工学科 9 360

電気工学科 4 160

電気電子システム工学科 2 80

電子機械工学科 2 80

電気電子創造工学科 1 80

電気・電子システム工学科 1 40

電子メディア工学科 1 40

電子工学科 1 40

機械電子工学科 1 40

電気制御システム工学科 1 40

電子システム工学科 1 40

小計 48 1,960

情報系 学科数 入学定員

情報工学科 10 400

電子情報工学科 6 240

制御情報工学科 3 120

情報電子工学科 1 40

流通情報工学科 1 40

情報通信システム工学科 1 40

メディア情報工学科 1 40

情報通信エレクトロニクス工学科 1 40

制御情報システム工学科 1 40

人間情報システム工学科 1 40

通信ネットワーク工学科 1 40

システム制御情報工学科 1 40

小計 28 1,120

化学・生物系 学科数 入学定員

物質工学科 10 400

生物応用化学科 4 160

物質化学工学科 3 120

生物資源工学科 1 40

生物化学システム工学科 1 40

物質環境工学科 1 40

化学・バイオ工学科 1 40

小計 21 840

建築、建設系 学科数 入学定員

環境都市工学科 10 400

建築学科 8 320

都市システム工学科 2 80

環境・建設工学科 1 40

土木建築工学科 1 40

建設システム工学科 1 40

建設環境工学科 1 40

建築社会デザイン工学科 1 40

都市環境デザイン工学科 1 40

都市・環境工学科 1 40

社会基盤工学科 1 40

小計 28 1,120

その他（工業） 学科数 入学定員

創造工学科 4 720

総合工学科 1 280

生産デザイン工学科 1 200

国際創造工学科 1 200

創造技術工学科 1 160

産業システム工学科 1 160

総合理工学科 1 160

ソーシャルデザイン工学科 1 160

未来創造工学科 1 160

創造システム工学科 1 160

生産システム工学科 1 120

情報機械システム工学科 1 80

小計 15 2,560

商船系 学科数 入学定員

商船学科 5 200

小計 5 200

その他（工業・商船以外） 学科数 入学定員

経営情報学科 1 40

国際ビジネス学科 1 40

ビジネスコミュニケーション学科 1 40

小計 3 120

合　計 184 9,360



〒042-8501
北海道函館市戸倉町 14番 1号

☎ 0138-59-6312
〒042-8501
北海道函館市戸倉町 14番 1号

☎ 0138-59-6312

函館
工業高等専門学校

〒042-8501
北海道函館市戸倉町 14番 1号

☎ 0138-59-6312

苫小牧
工業高等専門学校

〒059-1275
北海道苫小牧市字錦岡 443番地

☎ 0144-67-0213

釧路
工業高等専門学校

〒084-0916
北海道釧路市大楽毛西 2丁目32番 1号

☎ 0154-57-7203

旭川
工業高等専門学校

〒071-8142
北海道旭川市春光台2条2丁目1番6号

☎ 0166-55-8103

八戸
工業高等専門学校

〒039-1192
青森県八戸市田面木字上野平 16-1

☎ 0178-27-7223

一関
工業高等専門学校

〒021-8511
岩手県一関市萩荘字高梨

☎ 0191-24-4704
〒989-3128
宮城県仙台市青葉区愛子中央4丁目16番1号

☎ 022-391-5508（代表）
〒981-1239
宮城県名取市愛島塩手字野田山 48

☎ 022-381-0253

秋田
工業高等専門学校

〒011-8511
秋田県秋田市飯島文京町 1番 1号

☎ 018-847-6005

鶴岡
工業高等専門学校

〒997-8511
山形県鶴岡市井岡字沢田 104

☎ 0235-25-9014

福島
工業高等専門学校

〒970-8034
福島県いわき市平上荒川字長尾 30

☎ 0246-46-0704

茨城
工業高等専門学校

〒312-8508
茨城県ひたちなか市中根 866

☎ 029-271-2807

小山
工業高等専門学校

〒323-0806
栃木県小山市大字中久喜 771

☎ 0285-20-2114

群馬
工業高等専門学校

〒371-8530
群馬県前橋市鳥羽町 580番地

☎ 027-254-9005

木更津
工業高等専門学校

〒292-0041
千葉県木更津市清見台東2丁目11番1号

☎ 0438-30-4005

東京
工業高等専門学校

〒193-0997
東京都八王子市椚田町 1220-2

☎ 042-668-5114

長岡
工業高等専門学校

〒940-8532
新潟県長岡市西片貝町 888番地

☎ 0258-34-9311

〒939-8630
富山県富山市本郷町 13

☎ 076-493-5402（代表）

（代表）

（代表）

（代表）

〒933-0293
富山県射水市海老江練合 1-2

☎ 0766-86-5100

石川
工業高等専門学校

〒929-0392
石川県河北郡津幡町北中条タ1

☎ 076-288-8011

福井
工業高等専門学校

〒916-8507
福井県鯖江市下司町

☎ 0778-62-1111

長野
工業高等専門学校

〒381-8550
長野県長野市徳間 716

☎ 026-295-7126

岐阜
工業高等専門学校

〒501-0495
岐阜県本巣市上真桑 2236-2

☎ 058-320-1211

沼津
工業高等専門学校

〒410-8501
静岡県沼津市大岡 3600

☎ 055-926-5712

豊田
工業高等専門学校

〒471-8525
愛知県豊田市栄生町 2-1

☎ 0565-36-5902

鳥羽商船
高等専門学校

〒517-8501
三重県鳥羽市池上町 1-1

☎ 0599-25-8013

鈴鹿
工業高等専門学校

〒510-0294
三重県鈴鹿市白子町

☎ 059-368-1711

舞鶴
工業高等専門学校

〒625-8511
京都府舞鶴市字白屋 234番地

☎ 0773-62-5600

明石
工業高等専門学校

〒674-8501
兵庫県明石市魚住町西岡 679番地の3

☎ 078-946-6017

奈良
工業高等専門学校

〒639-1080
奈良県大和郡山市矢田町 22番地

☎ 0743-55-6013

和歌山
工業高等専門学校

〒644-0023
和歌山県御坊市名田町野島 77

☎ 0738-29-2301

米子
工業高等専門学校

〒683-8502
鳥取県米子市彦名町 4448

☎ 0859-24-5005

松江
工業高等専門学校

〒690-8518
島根県松江市西生馬町 14-4

☎ 0852-36-5111

津山
工業高等専門学校

〒708-8509
岡山県津山市沼 624-1

☎ 0868-24-8211

広島商船
高等専門学校

〒725-0231
広島県豊田郡大崎上島町東野 4272-1

☎ 0846-67-3000

呉
工業高等専門学校

〒737-8506
広島県呉市阿賀南 2-2-11

☎ 0823-73-8404

徳山
工業高等専門学校

〒745-8585
山口県周南市学園台

☎ 0834-29-6200

宇部
工業高等専門学校

〒755-8555
山口県宇部市常盤台 2丁目14番 1号

☎ 0836-35-4963

大島商船
高等専門学校

〒742-2193
山口県大島郡周防大島町大字小松1091番地1

☎ 0820-74-5451

阿南
工業高等専門学校

〒774-0017
徳島県阿南市見能林町青木 265

☎ 0884-23-7104
〒761-8058
香川県高松市勅使町 355番地

☎ 087-869-3811（代表）
〒769-1192
香川県三豊市詫間町香田 551

☎ 0875-83-8506

新居浜
工業高等専門学校

〒792-8580
愛媛県新居浜市八雲町 7-1

☎ 0897-37-7701

弓削商船
高等専門学校

〒794-2593
愛媛県越智郡上島町弓削下弓削 1000

☎ 0897-77-4606

高知
工業高等専門学校

〒783-8508
高知県南国市物部乙 200-1

☎ 088-864-5603

久留米
工業高等専門学校

〒830-8555
福岡県久留米市小森野 1-1-1

☎ 0942-35-9304

有明
工業高等専門学校

〒836-8585
福岡県大牟田市東萩尾町 150

☎ 0944-53-8611

北九州
工業高等専門学校

〒802-0985
福岡県北九州市小倉南区志井5丁目20番1号

☎ 093-964-7200

佐世保
工業高等専門学校

〒857-1193
長崎県佐世保市沖新町 1-1

☎ 0956-34-8406
〒866-8501
熊本県八代市平山新町 2627

☎ 0965-53-1211（代表）
〒861-1102
熊本県合志市須屋 2659-2

☎ 096-242-6013

大分
工業高等専門学校

〒870-0152
大分県大分市大字牧 1666番地

☎ 097-552-6075

都城
工業高等専門学校

〒885-8567
宮崎県都城市吉尾町 473-1

☎ 0986-47-1105

鹿児島
工業高等専門学校

〒899-5193
鹿児島県霧島市隼人町真孝 1460-1

☎ 0995-42-9000

沖縄
工業高等専門学校

〒905-2192
沖縄県名護市辺野古 905番地

☎ 0980-55-4003

国立高専

仙台
高等専門学校

瀬
広

取
名

富山
高等専門学校

郷
本

水
射

香川
高等専門学校

松
高

間
詫

熊本
高等専門学校

代
八

本
熊

KOSEN

高専・問い合わせ先一覧

独立行政法人 国立高等専門学校機構

発行日：2019年7月1日
冊子名：独立行政法人 国立高等専門学校機構 概要（2019年度）

National Institute of Technology

〒193-0834 東京都八王子市東浅川町701-2
TEL:042-662-3120（代表）  FAX：042-662-3131
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